
プログラム名称：数理・データサイエンス・AI応用基礎力育成プログラム
修了要件：プログラムを構成する「基礎科目群」を10単位、「専門科目群」を3単位以上、合計13単位以上を取得すること。

基礎科目群：1. 線形代数学Ⅰ，2. 線形代数学Ⅱ，3. 微分積分学Ⅰ，4. 微分積分学Ⅱ，5. 基礎統計学入門
専門科目群：6. 数理・データサイエンス基礎（先進工学科），7.建築の数理・情報（建築学科）, 8. プログラミング演習

本教育プログラムで修得できる知識および能力：
1) 目的に応じて適切なデータ収集・抽出・分析を行う能力
2) 幅広い工学分野や学際分野に数理データサイエンスを応用する能力
3) 南九州の特徴的な問題と数理データサイエンスとの関係性についての知識
4) AI技術を活用し課題解決につなげる能力

鹿児島大学工学部の数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）取組概要
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Plan
工学部数理・データサイエンス・
ＡＩ 教育プログラム応用基礎
レベルWG

Do
数理・データサイエンス・AI
科目担当教員
（講義・演習・実習）

Check
工学部ＦＤ委員会
（授業評価アンケート）

Action
工学部運営会議

効果検証とそれに基づく改善のサイクルを継続的／組織的に実施 プログラム修了生の就職先や産業界からの意見・評価

効果的・効率的な教育プログラムの提供の工夫

必修
科目

選択
科目

数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）の授業科目構成

授
業
内
容

工学部全学生へ応用基礎レベル教育を提供

人工知能

プログラミング言語Ⅲ及び演習 プログラミング言語Ⅳ及び演習

基礎統計学
入門

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

数理・データ

サイエンス基礎
(先進工学科)

プログラミング
演習

応用基礎レベル修了要件科目

情報活用

リテラシーレベル
修了要件科目

リテラシーレベル教育

応用基礎コアⅠ：データ表現とアルゴリズム

応用基礎コアⅡ： AI ･データサイエンス基礎

応用基礎コアⅢ： AI ･データサイエンス実践

AI 応用基礎
データサイエンス応用基礎

データエンジニアリング応用基礎

課題解決型学習(PBL)数学発展

応用数学系科目関連科目 卒業研究エンジニアリング・デザイン系科目

建築の

数理・情報
(建築学科)
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